（Ｒ07　夏　府高教　専門部【技術職員部】）
項目１（１）（２）（３）
〇　府立学校の技術職員については、校内の環境整備や施設管理などにご尽力いただき、本府の教育の推進に貢献いただいていると認識している。
〇　しかしながら、平成１３年度に策定した大阪府行財政計画（案）において、校務員については、その業務のアウトソーシングを行うことにより、退職あとを補充せず定数の削減を行うこととした。
〇　そのため、平成２１年１０月より校務員業務委託のモデル実施を行い平成２８年７月にモデル実施についての検証を行うとともに、同年９月に「府立学校における技能労務職員のあり方に関する基本的な考え方」について取りまとめを行った。この「基本的な考え方」に基づいて、平成２９年度より校務員業務委託を本格的に実施することとし、新規委託校（１０校）を含めて、１０５校において、校務員業務委託の本格的な実施に取りくんでいるところ。
〇　なお、全定併置校は、定時制課程における校務員未配置の代替措置として委託料を配当している。
〇　今後とも皆様方のご意見を伺いながら適切に実施してまいる。
項目１（４）
〇　農芸員については、直営で担うべき業務として、また、府教育庁にとって重要な課題である障がい者雇用を推進するため、停止していた採用を計画的に実施することとしたところ。
〇　令和７年度以降の採用については、今後の退職動向や再任用希望者の動向等を踏まえて、学校運営に支障が出ないように、適切な人事管理に努めてまいりたい。
項目２（１）
〇　今後とも、国や他府県の動向、本府人事委員会の意見、本府の財政状況等を踏まえながら、適切な対応に努めてまいる。
項目４（１）①
〇　労働安全衛生法等の関係法令に基づき、大阪府立学校職員安全衛生管理規定にて、職員の健康管理や労働災害の防止を含む労働安全衛生に係る事項について定め、適切に実施するよう安全衛生管理者研修等を通じて安全衛生管理者に指導しているところ。
〇　また、職員の労働安全衛生に係る事項については、各校の実情に応じ安全衛生委員会にて調査・審議し、職場環境の改善に努めるよう指導しているところ。
項目４（１）②③
〇　学校の老朽化対策については、令和２年３月に「府立学校施設長寿命化整備方針」を令和３年３月に「府立学校施設長寿化整備方針に基づく事業実施計画」を策定しており、令和３年度以降、本実施計画に基づき計画的な改修等に順次着手しているところ。
〇　今後とも、学校の教育活動に支障が生じないよう、施設・設備の改修・整備に努めてまいりたい。
〇　また、証明設備のＬＥＤ化については、昨年度一部の府立学校を対象として、ＥＳＣＯ事業による事業者の公募を行い、今年度はＬＥＤ化工事に向けて調整中である。来年度以降も、他の府立学校のＬＥＤ化の実情を把握しつつ、ＥＳＣＯ事業でのＬＥＤ化を検討してまいる。
項目４（２）
〇　令和６年度の府立の高等学校における技術職員の業務上の事故に起因する公務災害認定については、５件と報告を受けている。
なお、上記を含めた公務災害認定件数、病気休職者数及び現職死亡者数については、大阪府立学校安全協議会で報告しているところ。
項目４（３）
〇　大阪府立学校職員安全衛生管規程にて、労働災害の防止を含む労働安全衛生に係る事項について定めており、今後も安全衛生管理者研修等を通じて、職員の労働災害防止に努めるよう安全衛生管理者に指導してまいる。
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